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女川原子力発電所１号炉の廃止措置計画認可における冷却告示への対応に対する

説明について 

 

 

 

 

（説明資料） 

 

１．使用済燃料プール水大規模漏えい時の使用済燃料からのスカイシャイン線

による周辺公衆の放射線被ばくへの影響について（案１，案２） 

 

２．（参考資料）使用済燃料プール水大規模漏えい時の使用済燃料からのスカ

イシャイン線評価における現状に即した条件での概算について 

 

 

以 上 
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資料２  

（参考資料） 

 

使用済燃料プール水大規模漏えい時の使用済燃料からの 

スカイシャイン線評価における現状に即した条件での概算について 

 

廃止措置申請時の，使用済燃料プール水大規模漏えい時の使用済燃料からのスカイシャイン線の評価

を基に，女川１号の現状に即した条件によるスカイシャイン線の実効線量について，以下のとおり概算し

確認した。 

概算方法は，実効線量は線源強度に比例することが明らかであることから，設定条件を廃止措置申請時

から現状に即した条件に変更した際の，線源強度の低減率を確認し実効線量を評価した。 

 

１．評価条件の変更による線量率の低減 

項目 
廃止措置の設定条件 

（保守的な設定） 

簡易計算の設定条件 

（現状に即した設定） 
実効線量への低減率 

使用済燃料 

貯蔵体数 

1060 体 

（最大貯蔵体数） 

821 体 

（現在の貯蔵体数） 

821÷1060≒0.77 

線源強度は使用済燃料の体数に

比例すると想定されることか

ら，貯蔵体数の減少率を乗ずる 

使用済燃料 

冷却期間 
約 6年 

9 年 

（至近までの冷却を考慮） 

0.863≒0.64 

冷却期間 5 年から 6 年までの 1

年間による線源強度の減衰率が

約 0.86 であることから，6 年～

9年の3年間同じ減衰率で線源強

度が推移すると想定し，0.86 の

3 乗を乗ずる 

使用済燃料 

燃焼条件 

55GWd/t 

（設計上最高燃焼度） 

47GWd/t 

（貯蔵されている燃料にお

ける最高燃焼度） 

47÷55≒0.85 

線源強度への寄与度が大きい

Cs134 において，線源強度が燃焼

度にほぼ比例して増加している

ことから，全核種の線源強度も

燃焼度に比例することを想定

し，燃焼度の減少率を乗ずる 

 

２．概算結果 

 １．の実効線量への低減率を踏まえると，使用済燃料の貯蔵体数及び冷却期間を考慮した場合で   

約 3.8μSv/h となる。 

なお，さらに燃焼条件も考慮すると約 3.3μSv/h となる。 

 また，貯蔵されている使用済燃料の平均燃焼度は約 33GWd/t であること，冷却期間が最も短い原子炉

停止時（2011 年 3 月 11 日）から冷却している使用済燃料は 368 体であり，それ以前から冷却している

（最長約 18 年）使用済燃料が多くあることを踏まえると，実際の実効線量はさらに低くなると考えられ

る。 


